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西小：新１年生 １６名
きちんと座って担任の先生の話を聞くことができました

南小：新１年生 ２７名
６年生から歓迎のことばをもらいました

北小：新１年生 １１名
担任の先生から一人ずつ名前を呼ばれ、元気に返事ができました

平成２７年４月１０日（金）
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　平成２７年度の小竹町の一般会計予
算は、５２億２，６８６万円で、昨年度に
比べて約８％、金額にして３億９，５１５
万円の増額となっています。増額の主
な要因は、小学校空調設置事業、中学
校大規模改造事業によるものです。
　歳入は、国庫支出金（学校施設環境
改善交付金（小学校空調設置事業、中
学校大規模改造事業に係る補助金））
が１億２，１６０万円の増額となってい
ます。
　歳出は、民生費が７，３９０万円の増
額、教育費が３億９，６８０万円の増額
となっています。

　

自
主
財
源

町税 6億 7,448万円 （１２．９％）

負担金・使用料・手数料 1億 4,923万円 （２．９％）

繰入金 3億 641万円 （５．９％）

３０．８％ その他
（財産収入・諸収入）

4億 7,667万円 （９．１％）

依
存
財
源

地方譲与税・交付金 1億 7,724万円 （３．４％）

地方交付税 18億 4,000万円 （３５．２％）

６９．２％

国県支出金 9億 5,213万円 （１８．２％）

町債 6億 5,070万円 （１２．４％）

□自主財源

町税▶皆さんから納めていただく

町民税、固定資産税などです。

負担金・使用料・手数料▶町営住宅

の使用料や町民体育館などの施設

使用料、各種証明の交付手数料で

す。

繰入金▶特定の事業を行うための

費用として積み立てた基金（預金）

の取り崩し金です。

財産収入・諸収入▶土地の貸付料

や基金の利子、町の財産を売り

払った際の収入などです。寄付金

もこれに含まれます。

■依存財源

地方譲与税・交付金▶国が国税と

して徴収したものを地方公共団体

に配分したものです。

地方交付税▶全国一律にどこでも

同じようなサービスが受けられる

よう、地域格差を考慮して国から

交付されるお金です。

国県支出金▶国や県からの補助

金・負担金などです。

町債▶大規模な事業を行う際の資

金調達のために借り入れたお金で

す。
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平成２７年度一般会計当初予算

議会費 8,698万円 （１．７％）

総務費 5億 7,582万円 （１１．０％）

民生費 13億 6,965万円 （２６．２％）

衛生費 5億 9,922万円 （１１．５％）

農林水産業費 1億 2,593万円 （２．４％）

土木費 8億 1,402万円 （１５．６％）

消防費 2億 1,403万円 （４．１％）

教育費 6億 9,237万円 （１３．２％）

公債費 7億 1,295万円 （１３．６％）

その他（労働費・商工費・諸支出金・予備費） 3,589万円 （０．７％）

総務費▶防犯灯取替補助金（250 万円）／小竹・天道線バス路線維持負担金（400 万円）

／町民まつり補助金（300 万円）／地域協働推進費（404 万円）／県知事および県議会議

員選挙費（514 万円）

民生費▶学童保育事業業務委託料（1,534 万円）／児童手当（9,540 万円）／乳幼児医

療費（1,132 万円）／介護保険広域連合負担金（1 億 7,082 万円）／後期高齢者医療広

域連合負担金（1 億 3,244 万円）／敬老祝い金（93 万円）／地域包括支援センター費

（2,786 万円）／障害者自立支援費（2 億 8,345 円）

衛生費▶未熟児養育医療費（1,980 万円）／予防接種委託料（2,010 万円）／宮若市外

二町じん芥処理施設組合負担金（1 億 3,155 万円）／ふくおか県央環境施設組合負担金

（8,745 万円）

農林水産業費▶かんがい施設維持管理費（970 万円）／農業用施設整備費（1,756 万円）

土木費▶防犯灯借上料（103 万円）／道路新設改良費（9,530 万円）／蛇牟田川洪水対策

事業費（3 億 3,054 万円）

消防費▶直方鞍手広域市町村圏事務組合消防事業特別会計負担金（1 億 9,249 万円）

教育費▶小学校空調設備設置工事費（1 億 4,500 万円）／北小学校耐震補強工事費

（6,500 万円）／中学校大規模改造および耐震補強工事費（2 億 259 万円）／学校給食管

理費（4,664 万円）

労働費▶宮若・小竹シルバー人材センター運営補助金（600 万円）

商工費▶雇用促進奨励金（50 万円）／商工振興費（253 万円）／観光振興費（483 万円）

歳　出　　52億 2,686万円
平成２７年度

特別会計・企業会計当初予算
27億 883万円

国民健康保険特別会計
12億 3,529万円

（対前年比１４％増）
自営業の人や退職者の医療を給付す
る会計です。

後期高齢者医療特別会計
1億 4,187万円

（対前年比４．２％増）
７５歳以上の高齢者などの医療費をま
かなうための会計です。

農業集落排水事業特別会計
3,902万円

（対前年比１．１％増）
農村地域におけるし尿、生活雑排水の
処理を行うための会計です。

公共下水道事業特別会計
3億 7,290万円

（対前年比４．７％増）
遠賀川中流流域下水道事業および公
共下水道事業に伴うし尿、生活雑排水
の処理を行うための会計です。

病院事業特別会計
6億 3,066万円

（対前年比１７．１％減）
町立病院事業の経営のために設けら
れた独立採算性の会計です。

水道事業特別会計
2億 8,909万円

（対前年比 ７．９％減）
水道事業の経営のために設けられた
独立採算性の会計です。



4

わ
が
町
の
新
鮮
力

　はじめまして。この度、総務課人事係に配属となりま

した小田亜加梨です。直接町民の皆様と接する機会は

少ないと思いますが、皆さんがより住みやすい町にし

ていくために自分ができることを精いっぱいやりたい

と思っています。また、以前はとあるフリーペーパーの

編集部で制作の仕事をしていましたので、この経験を

生かしてもっと小竹町のことを他の地域の方々にもア

ピールできたらいいなと思います。まだまだ小竹町の

ことも、仕事内容に関しても分からないことだらけで

すが、一日でも早く町民の皆様のお役に立てるよう頑

張りますので、よろしくお願いします。小田　亜加梨
Akari  Oda

　　総務課　人事係

Interview
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　福祉課高齢者福祉係兼ねて地域包括支援センター係

に配属となりました吉野奈津子です。この度、生まれ

育った小竹町で職員として働けることとなり、大変う

れしく思っています。私はこれまで高齢者施設や地域

包括支援センターで相談員や社会福祉士として働いて

きました。今はまだ分からないことばかりですが、こ

れまでの経験をいかし、「小竹町に住んで良かった」と

思っていただけるよう、初心を忘れず頑張りたいと思

います。そして、町民の皆様に信頼していただけるよう

な職員になりたいと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 吉野　奈津子
Natsuko  Yoshino　　

福祉課　
高齢者福祉係 兼ねて 地域包括支援センター係

　こんにちは。４月から福祉課に配属となりました安

永裕美子です。

　町民の皆様が快適に、安心して暮らせるためのお手

伝いをしたい、という希望を持って入庁いたしました。

皆様とたくさん触れ合い、笑顔で接していきます。先輩

の皆さんから多くのことを吸収し、自分から積極的に

動ける職員になりたいと思っています。何事にも前向

きに考え、努力して成長していきたいです。なにかござ

いましたら、お気軽にお声がけください。

　まだまだ未熟ですが、一日も早く仕事を覚え、日々精

進していきますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。
安永　裕美子

Yumiko  Yasunaga

　　福祉課
一般福祉係 兼ねて 子育て支援係
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　４月からまちづくり政策課で働くことになりまし

た、栗原流司です。

　小竹町のことについては、まだ知らないことが多い

ですが、小竹町や仕事のことを早く理解できるように

努力し、町民の皆様がより過ごしやすいと思える町に

なるように熱心に業務に取り組んでいきたいと思いま

す。そして、役場で長く働いていく中で、町民の皆様に

頼られる存在となれるように、積極的に多くの住民の

皆様と接していきたいと思うので、要望などがござい

ましたら、気軽に役場に相談してほしいと思います。

　小竹町の皆さん、私たちと一緒によりよい小竹町を

築いていきましょう。

　こんにちは。総務課庶務係に配属となりました白石

剣都と申します。私は民間企業で約９年間勤務してお

りましたが、この度念願かない小竹町役場に入庁させ

ていただくことになりました。出身地は福岡市東区で

すが、入庁に伴い家族３人で小竹町に転入し、小竹町民

となりました。今まで学校や元勤務先ともに博多駅周

辺でしたので、日々の通勤や仕事内容、生活環境がガラ

リと変わり、今はその環境の変化を毎日楽しんでいま

す。ちなみに、前職はお肉をスーパーや飲食店に販売す

る営業マンの仕事をしていました。小竹町についてま

だまだ知らないことだらけですが、早く仕事を覚え、町

民の皆様のお役に立てる職員を目指して頑張っていき

ますので、今後ともよろしくお願いします。

Power of Fresh Man,Woman in Our town

白石　剣都
Kento  Shiraishi　　

総務課　庶務係

今泉　悠希
Yuki  Imaizumi　　

町立病院　医師

栗原　流司
Ryuji  Kurihara

まちづくり政策課
企業誘致係 兼ねて 企画係 

　はじめまして。４月から町立病院へ着任しました今

泉悠希と申します。

　２００８年に自治医大を卒業し、昨年は母校で循環器

内科、特に高血圧を専門に勉強してまいりました。

　これから小竹町の医師として、皆さんのお役に立て

るよう微力ながら努めてまいりたいと思います。特に、

高血圧の治療や動脈硬化の予防には力を入れていきた

いと思います。

　健康面のご相談があるかたは、どんなことでも構い

ませんので、ご来院ください。

　これからどうぞよろしくお願い申し上げます。
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◉自殺予防講演会
　３月２０日、総合福祉センターで小竹町自殺予防講演会

を行いました。講師に、「グループホームぼくらの家」精神

保健福祉士の山本真理子氏をお招きし、自殺の現状やうつ

病についてお話をしていただきました。自殺は働き盛りの

４０代から６０代の人が多い傾向にあります。山本氏は「自

殺を予防するためには、『気づく（周りの人の悩みに気づき

耳を傾ける）・つなぐ（早めに専門家へ相談）・見守る（温か

く寄り添いながら）』ことが大切です」と話しました。

◉みんなで楽しく歩きました♪
　３月１４日に小竹町健康ウォーキング（町健康づくり推

進会主催）が行われ、約７５名が参加しました。今年は、総合

福祉センターを出発し、貴船神社や正行寺、亀山神社など

を通るウォーキングコースＡコース約５．６㎞を歩きまし

た。途中休憩で立ち寄った小竹区公民館では、小竹区の皆

さんのご厚意で参加者にお茶やお菓子が振る舞われまし

た。木々に花が咲き始め、ようやく訪れた春を感じながら

参加者の皆さんは楽しくウォーキングをしました。

Town's topics

み ん な の ひ ろ ば

◉バスハイクをしました〜勝野１区〜

◉河川公園を町民の憩の場に

　勝野１区親子部会は、３月２９日、絶好の行楽日和の中、大分県の
城島高原パーク遊園地へ約３０人でバスハイクに行きました。絶
叫マシンを見て尻込みする大人を尻目に、ためらわず向かって行
く小、中学生。幼児はお父さん、お母さんやじいじ、ばあばと一緒に
メリーゴーランドやコーヒーカップで楽しんでいる姿がとてもほ
ほえましかったです。子どもたちは「楽しかった〜！」「また来たい
♪」と満足そうでした。行き帰りのバスの中では、クイズやビンゴ
ゲームで盛り上がり、子どもたちにとっては、春休みの楽しい思い
出になったと思います。また、大人たちにとっても、子どもの笑顔
や成長ぶりが見ることができ、良い一日になりました。

　国土交通省が遠賀川築堤事業として整備した河川敷を、小竹
町で河川公園として管理していくこととなりました。今後は階
段やベンチの設置、植樹などを行い、町民の憩の場として活用
していく予定です。それに先立ち、３月３１日に国交省と、河川
公園の管理に関する確認書締結式を行いました。国交省遠賀川
河川事務所の光橋尚司所長の「町民の方

かた

とワークショップを
開き、たくさん議論を重ねてきました。末永く愛される場所に
なってほしいです。」とのあいさつを受け、松尾町長は「この公
園を町一丸となって管理していきます。」と答えました。

記事と写真の提供▶勝野１区　嶋田さん

〜河川公園の管理に関する確認書締結式〜
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　この度、小竹町は直方市、宮若市、鞍手町とともにプロ
サッカークラブ「ギラヴァンツ北九州」と「フレンドリータ
ウン協定」を締結し、３月２９日、合同締結式を行いました。

この協定により、ギラヴァンツ北九州とス
ポーツの振興や青少年の健全育成、社会福
祉の向上等、地域の活性化を図る取り組み
を検討、実施していきます。
　詳細は町のホームページに掲載してい
ますので、ぜひご覧ください！

◉「フレンドリータウン協定」を締結

◉教育委員に任命されました

　この度、飯野裕子さん（南良津区）が教育委員に任命さ

れ、４月１日に松尾町長から辞令が交付されました。

　任期は、平成２７年４月１日から平成２７年９月３０日ま

でです。

　教育委員は、学識経験者や保護者の中から選ばれます。

主な職務は、教育行政の基本方針や重要事項を審議、決定

することです。

あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶総務課情報係☎２・１２１２

◉おめでとうございます
　〜消防庁長官永年勤続功労章受賞〜

　町消防団第１分団長の出本徳規氏と、同じく第１分団副
分団長の加藤喜久生氏がそろって、消防庁長官表彰永年勤
続功労章を受賞しました。出本氏は勤続３２年、加藤氏は勤
続３３年の勤続経験が評価され、今回の受賞となりました。
　表彰式が行われた３月２０日、お二人は松尾町長に喜び
の表情で受賞報告をしました。

◉小竹町の行政相談委員さんです
　総務大臣から４月１日付けで竹森利明さん（勝野 1 区）が
行政相談委員に委嘱されました。
　行政相談委員は、地域での皆さんの身近な相談相手とし
て、国の行政サービスに関する相談や行政の仕組みや手続
きに関する相談を受け付け、相談者への助言や関係行政機
関への通知などの仕事を無報酬で行っています。毎月第４
火曜日の１０時から１２時まで役場ロビー横談話室で行政
相談を開いていますので、ご利用ください。（ただし、６月は

「全国一斉『人権擁護委員の日』特設人権相談所」と併せて６
月２日（火）に小竹町総合福祉センターにて行います。）

ギラヴァンツ北九州公式
マスコットキャラクター
「ギラン」
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町長の動き

点  
描

町 長 コ ラ ム

俳  

句
8

３月２４日 直方警察署長 新任あいさつ 町長室

３月２５日
飯塚駐屯地 星指司令 南スーダン派遣あいさつ

町長室財務支局来庁
宮若市外２町じん芥組合３月定例会事前打ち合わせ

３月２６日
じん芥組合３月定例議会 じん芥組合
臨時庁議 庁内会議室

３月２７日
福岡銀行小竹支店長来庁 町長室
町健康づくり推進会閉講式 保健センター
行政改革推進本部会議 庁内会議室

３月２８日 鞍手中学校完成記念式典および内覧会 鞍手中学校

３月２９日
（株）小竹化成入社式 （株）小竹化成
ギラヴァンツ北九州との協定締結式 本城陸上競技場

３月３０日
力武教育委員長来庁 町長室
直方・鞍手広域圏事務組合３月定例議会 直方市役所
自民党福岡県議団会長 藏内勇夫先生と語る会 宮若商工会議所

３月３１日
遠賀川河川公園維持管理確認書調印式 総合福祉センター
退職者辞令交付 町長室

４月１日

人事異動者辞令交付および新規採用職員入庁式 総合福祉センター
庁議 庁内会議室
小竹こども園開園式 小竹こども園
飯野教育委員辞令交付

町長室
消防本部新規採用職員来庁

４月３日 町商工会会長来庁 町長室
４月４日 飯塚駐屯地観桜会 飯塚駐屯地
４月５日 飯塚駐屯地自衛官候補生入隊行事 飯塚駐屯地

４月 7 日
福岡県町村会理事会

自治会館
福岡県町村会自治会館組合議会

４月８日
議会運営委員会 庁内会議室
共済組合議会会議録報告 町長室

４月９日
小竹中学校入学式 小竹中学校
一般国道２００号期成会監査 町長室

４月１０日
小竹西小学校入学式 小竹西小学校
自治会長会等役員会 庁内会議室

４月１３日 じん芥組合事務長来庁 町長室
４月１４日 福岡県水道協会第１回理事会 博多サンヒルズホテル
４月１５日 小竹に住みたいまちづくりの会通常総会 町商工会議所

４月１６日
国診協総会 事前説明 町長室
行政改革推進本部会議 町内会議室

４月１７日
ＪＲ九州メンテンス ＪＲ九州本社
自治会長会等合同会議 総合福祉センター

４月２０日 宮若市外２町じん芥組合施設組合正副役員会 くらじクリーンセンター

— ３月２１日から４月２０日まで —

躑つ
つ
じ躅
燃も

ゆ
町ま

ち

に
久ひ

ざ
び
さ々

新し
ん

店て
ん

舗ぽ

　
　
　
　
　
豊
崎　

民
恵

春は
る

う
ら
ら
馴な

染じ
み

の
医ゐ

し師
と
雑ざ

つ
だ
ん談

し
　
　
　
尾
上　

礼
子

影か
げ

を
見み

て
背せ

筋す
じ

伸の

ば
さ
ん
夏な

つ

近ち
か

し
　
　
　
時
川
寿
美
子

菜な

種た
ね

梅つ

ゆ雨
調ち

ょ
う

合ご
う

薬や
く

を
服の

み
忘わ

す

れ
　
　
　
　
門
田　

睦
子

平へ
い
ぼ
ん凡

に
生い

き
て
八や

そ

じ

十
路
の
桜さ

く
ら

か
な
　
　
　
小
嶋　

亮
子

小
竹
筍
句
会

阿
部
天
風　

選

生い

き
て
来き

て
卒そ

つ

寿じ
ゅ
う

に
集つ

ど

ひ
桜さ

く
ら

散ち

る
　
　
　
原
賀　

静
子

恙つ
つ
が

な
く
卒そ

つ

寿じ
ゅ
う

を
迎む

か

え
風か

ぜ

光ひ
か

る
　
　
　
　
　
竹
内　

志
津

辛こ
ぶ
し夷
咲さ

き
元も

と

炭や

ま坑
漢を

と
こ

猫ね
こ

を
抱だ

く
　
　
　
　
松
尾　

治
子

足あ
し

早ば
や

に
過す

ぎ
る
尼に

僧そ
う

や
花は

な

薊あ
ざ
み

　
　
　
　
　
安
藤
つ
き
子

一い
つ

句く

得え

て
一い

つ

句く

忘わ
す

れ
る
花は

な

に
酌く

み
　
　
　
選
者　
　

吟

小
竹
同
人
句
会

阿
部
天
風　

選

　

春
の
空
は
定
ま
り
に
く
い
。
菜
種
梅
雨
だ
ろ
う

か
、
４
月
に
入
っ
て
寒
が
も
ど
り
天
気
予
報
は
傘

マ
ー
ク
が
並
ぶ
。最
中
に
、こ
の
先
４
年
の
身
近
な

政
治
を
選
び
取
る
た
め
の
統
一
地
方
選
挙
が
実
施

さ
れ
た
。「
現
場
主
義
を
貫
き
、
さ
ら
な
る
景
気
浮

揚
策
を
推
し
進
め
る
」と
県
知
事
再
選
を
決
め
た

小
川
洋
知
事
の
勝
利
の
言
葉
に
期
待
が
高
ま
る
。

そ
の
安
定
し
た
強
さ
で
前
回
よ
り
も
得
票
数
を
伸

ば
し
た
が
、投
票
率
は
三
八
・
八
五
％
と
戦
後
最
低

だ
っ
た
前
回
の
四
一
・
五
二
％
を
さ
ら
に
下
回
っ

た
。
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

「
資
産
、雇
用
、教
育
」の
三
つ
の
格
差
に
つ
い
て
解

決
策
を
募
集
し
た
。「
お
金
持
ち
が
増
え
て
い
る
の

に
貧
し
い
人
が
減
ら
な
い
資
産
格
差
」な
ど
に
多

く
の
回
答
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、「
格
差
は

政
治
を
変
え
れ
ば
解
決
で
き
る
。」「“
国
民
は
選
挙

に
無
関
心
で
投
票
に
行
か
な
い
”、こ
の
自
覚
の
な

さ
に
起
因
し
て
い
る
」と
断
じ
る
意
見
も
出
た
。本

町
の
投
票
率（
県
知
事
選
）も
四
九
・
一
四
％
と
か

つ
て
な
い
低
調
な
数
字
を
示
し
た
。
支
持
す
る
候

補
が
い
な
け
れ
ば「
マ
イ
ナ
ス
比
べ
」も
よ
し
、
棄

権
で
は
何
も
変
え
ら
れ
な
い
。変
わ
ら
な
い
。残
念

で
あ
る
と
同
時
に
危
機
感
を
感
じ
る
結
果
と
な
っ

た
。
今
後「
お
任
せ
民
主
主
義
」か
ら
の
脱
却
を
図

り
、
よ
り
一
層
の
政
治
に
対
す
る
住
民
参
画
を
期

待
し
た
い
。
ど
な
た
か
の
至
言
に
、「
政
治
に
無
関

心
で
い
ら
れ
て
も
、無
関
係
で
は
い
ら
れ
な
い
」と

あ
っ
た
。
幸
せ
の
土
台
で
あ
る
選
挙
へ
の
参
加
が

地
方
再
生
・
創
生
の
第
一
歩
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

小
竹
町
長　
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　４年間の経験と反省をもとに、
町長の補佐役として職責を果たし
ていきたいと考えています。とり
わけ財政状況が大変厳しい中、将
来のまちづくりに禍根を残さぬよ
う努力する所存です。

副町長　高岸　和彦

小竹町子ども・子育て会議委員を公募します
問い合わせ▶福祉課子育て支援係☎２・１２１９

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関

す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
推
進
に
関
し
必
要
な

事
項
お
よ
び
当
該
施
策
の
実

施
状
況
等
に
つ
い
て
、
調
査
審

議
す
る「
小
竹
町
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
」の
委
員
を
公
募
し

ま
す
。

【
募
集
人
数
】２
人
以
内

　

会
議
全
体
の
委
員
の
数
は

14
人
以
内
で
す
。
ま
た
、
会
議

へ
の
出
席
に
つ
き
報
酬
を
お

支
払
い
し
ま
す
。（
平
成
27
年

度
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
２
回

程
度
予
定
）

【
応
募
資
格
】

⑴
町
内
在
住
で
、
20
歳
以
上

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

⑵
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に

出
席
可
能
な
人
。

　

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
人
を

除
き
ま
す
。

　

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団

　
　

体
の
議
会
の
議
員

　

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お

　
　

よ
び
地
方
公
務
員

⑶
子
ど
も
、
子
育
て
お
よ
び
子

育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
人

【
応
募
方
法
】「
小
竹
町
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
委
員
応
募
用

紙
」に
小
論
文
を
添
え
て
、
郵

送
ま
た
は
持
参
、
電
子
メ
ー
ル

に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
小
論
文
の
テ
ー
マ
…「
小
竹

町
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
子

育
て
支
援
に
つ
い
て
」

【
申
込
期
限
】５
月
１
日（
金
）

か
ら
６
月
30
日（
火
）ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印

有
効
）

【
提
出
方
法
お
よ
び
提
出
先
】

郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
、
役

場
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
ま

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
持
参
の
場
合
は
、
８
時
30
分

か
ら
17
時
15
分
ま
で（
土
日
・

祝
日
を
除
く
）

【
選
考
結
果
】７
月
中
に
本
人

宛
に
通
知
し
ま
す
。

※
事
前
に
活
動
内
容
を
確
認

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
福
祉
課

子
育
て
支
援
係
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

副町長に
再任されました

健康診査のお知らせ
問い合わせ▶福岡県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　お問い合わせセンター
　　　　　　☎０９２６５１・３１１１

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
被
保
険
者
を
対
象
に

生
活
習
慣
病
の
予
防
お
よ
び
早

期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的
と

し
て
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
健
康
診
査
の
目
的

か
ら
、
生
活
習
慣
病（
※
）の
治

療
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
生
活
習
慣
病
と
は
、
糖
尿
病
、

高
脂
血
症
、
脂
質
異
常
症
そ
の

他
の
疾
病
で
、
内
臓
脂
肪
の
蓄

積
に
起
因
す
る
も
の
で
す
。

【
受
診
期
間
】

　

平
成
27
年
４
月
下
旬
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

（
年
１
回
）

【
受
診
票
の
送
付
時
期
】

▼
平
成
27
年
４
月
末
現
在
で

　

被
保
険
者
の
人

　

→
４
月
下
旬

▽
平
成
27
年
５
月
以
降
に
被

　

保
険
者
と
な
る
人

　

→
被
保
険
者
と
な
る
月（
75

　

歳
の
誕
生
月
な
ど
）の
上
旬

【
自
己
負
担
金
】五
百
円

【
受
診
方
法
】

　

健
康
診
査
の
実
施
医
療
機

関
で
個
別
に
予
約
の
う
え
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

３
月
定
例
町
議
会
で
、議
会
の
同
意
を
得
て
、高
岸
和
彦
副
町
長

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
、平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31

年
３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

高
岸
副
町
長
は
、昭
和
52
年
４
月
に
町
役
場
に
奉
職
。議
会
事
務

局
長
、総
務
課
長
を
歴
任
し
、平
成
23
年
４
月
に
副
町
長
に
選
任
さ

れ
、今
回
が
２
期
目
と
な
り
ま
す
。
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身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳に
専用のカバーシールを貼ります
問い合わせ▶福祉課一般福祉係☎２・１２１９

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
記
載
事
項
を
書
き
換
え

た
り
、
写
真
を
貼
り
替
え
た
り

な
ど
し
て
偽
造
し
、
不
正
に
福

祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
す

る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
手
帳
を
長
年
、
使
用
す

る
こ
と
で
、
汚
れ
や
写
真
の
は

が
れ
な
ど
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
福
岡
県
で
は
、

手
帳
の
偽
造
を
防
止
し
、
耐
久

性
を
高
め
る
た
め
、
手
帳
の
表

紙
面
に
専
用
の
カ
バ
ー
シ
ー

ル（
透
明
・
強
粘
着
タ
イ
プ
）を

貼
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
、

新
た
に
交
付
す
る
手
帳
や
、
役

場
福
祉
課
の
窓
口
に
手
帳
を

提
示
さ
れ
た
場
合
に
、
シ
ー
ル

を
貼
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
ご
注
意
】

◉
今
回
の
シ
ー
ル
の
貼
付
対

象
は
、
福
岡
県
が
交
付
管
理
す

る
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
で
す
。（
福
岡
市
・
北
九
州

市
は
対
象
外
、
久
留
米
市
の
身

体
障
害
者
手
帳
は
対
象
外
で

す
。）

◉
シ
ー
ル
を
貼
付
し
て
い
な

い
手
帳
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
使
用
で
き
ま
す
。

◉
シ
ー
ル
の
貼
付
を
希
望
す

る
場
合
は
、
手
帳
を
ご
持
参
の

上
役
場
福
祉
課
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
シ
ー
ル
を
郵

送
し
た
り
、
シ
ー
ル
の
み
を
お

渡
し
し
た
り
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

【
募
集
団
地
】毛
勝
団
地
２
階
建

て
、本
町
団
地
２
階
建
て
、栄
町

団
地
平
屋
建
て
、
栄
町
団
地
２

階
建
て

【
入
居
予
定
日
】６
月
１
日（
月
）

【
入
居
資
格
】▼
入
居
者
ま
た
は

同
居
者
が
、
暴
力
団
員
に
よ
る

不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律（
平
成
３
年
法
律
第
77

号
）第
２
条
第
６
号
に
規
定
す

る
暴
力
団
員
で
は
な
い
人
▼
現

に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族（
婚
姻
の
届
出

を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関

係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
人

そ
の
他
婚
姻
の
予
定
者
を
含

む
。）が
あ
る
こ
と
。
▼
入
居
申

込
者
全
員
の
所
得
金
額（
扶
養

親
族
一
人
に
つ
き
38
万
円
の
控

除
後
）を
12
で
割
っ
た
金
額
が

15
万
８
千
円
以
下
▼
単
身
で
申

し
込
む
人
は
、
昭
和
32
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
平

屋
建
て
の
み
に
限
り
ま
す
。

【
申
込
受
付
】期
間
▼
５
月
１
日

（
金
）か
ら
５
月
13
日（
水
）ま
で 

時
間
▼
８
時
30
分
か
ら
17
時
15

分
ま
で（
土
日
・
祝
日
除
く
。）た

だ
し
、
木
曜
日
は
８
時
30
分
か

ら
19
時
ま
で 

場
所
▼
役
場
管

財
課
住
宅
管
理
係

【
抽
選
日
】５
月
20
日（
水
）10
時

【
抽
選
会
場
】総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
和
室

平成２７年度
町営住宅入居者を募集します
問い合わせ▶管財課住宅管理係☎２・１２１５

今月の納税
税金は納期限までに納めましょう

問い合わせ▶税務住民課収納係☎２・１２１６

▼
税
の
公
平
性

　

納
付
期
限
内
に
税

金
を
納
め
た
人
と
の

税
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
、
納
期
限
が
過
ぎ

た
後
も
納
付
が
な
い

場
合
、
督
促
状
を
送
り

ま
す
。
督
促
後
、
完
納

さ
れ
な
い
と
き
は
差

押
え
等
の
処
分
の
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
、

納
期
限
ま
で
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
口
座
振
替
に
よ
る

　

納
税
に
つ
い
て

　

振
替
日
は
毎
月
25
日

（
振
替
日
が
休
日
の
場

合
は
翌
営
業
日
、
12
月

と
２
月
は
22
日
）で
す
。

自
動
的
に
指
定
の
口
座

か
ら
税
金
が
引
き
落
と

さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘

れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。手
続
き
は
、町
指
定

金
融
機
関（
福
岡
銀
行
、

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、

福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、飯
塚
信
用
金
庫
、直

鞍
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
）ま
た
は
税
務
住
民

課
で
行
え
ま
す
。

軽自動車税
納期限　６月１日（月）

【口座振替日　５月２５日（月）】

偽
造
を
防
止
し
、耐
久
性
を
高
め
る
た
め
、

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
に
、専
用
の
カ
バ
ー
シ
ー
ル
を
貼
り
ま
す
。
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　平成２７年６月から翌年３月（２月のみお休み）にかけ
て、月に１回こたけプレーパークを開催します。最初に参加
登録をしていただけたら、年間を通じて参加できます。

【第１回開催日】６月１４日（日）１０時３０分集合
【集合場所】中央公民館
【対象者】小学６年生まで（小学生未満は必ず保護者同伴）
【活動内容】昭和の森等を活用した、さまざまな自然体験学習
【参加費】無料
【募集期間】５月２９日（金）まで
【申込先】中央公民館（☎２・０４５２）
　　　　８時３０分から１７時１５分まで（土日祝日は除く）

「こたけプレーパーク」で
あそぼう！
問い合わせ▶町中央公民館☎２・０４５２

国民健康保険からのお知らせ
〜年に一度は、特定健康診査を受けましょう〜
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４

　

小
竹
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
早
期
発
見

し
、生
活
習
慣
病
を
予
防
・
改
善
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
被
保
険
者
を
対
象
に
特
定
健
康
診

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
皆
さ
ん
に
は
、
４
月
下

旬
に
う
す
み
ど
り
色
の
封
筒
で
受
診
券

（
も
も
色
）を
発
送
し
て
い
ま
す
。

　

受
診
券
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た

ら
、
確
認
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
特

定
健
康
診
査
を
受
け
る
際
に
必
要
な
も

の
で
す
の
で
、
な
く
さ
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

今
ま
で
に
特
定
健
康
診
査
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
健
診
結

果
は
皆
さ
ん
の
健
康
状
態
を
知
る
良
い

機
会
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
特
定
健
康
診
査
受
診
方
法

①
集
団
健
診

　（
町
内
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

　

保
健
セ
ン
タ
ー
等
で
各
種
が
ん
検
診

と
一
緒
に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。実
施
日
等
は
、健
康
づ
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
保
険
年
金

係
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
個
別
健
診

　

福
岡
県
内
の
医
療
機
関（
小
竹
町
と

契
約
し
て
い
る
医
療
機
関
に
限
り
ま

す
。）に
お
い
て
、
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
該
当
す
る
医
療
機
関
に
つ
い

て
は
、
保
険
年
金
係
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
特
定
健
康
診
査
受
診
料

　

五
百
円

国
民
健
康
保
険
へ
の

加
入
の
手
続
き
は
14
日
以
内
に

　

職
場
の
健
康
保
険（
健
康
保
険
組
合

や
共
済
組
合
な
ど
）に
加
入
し
て
い
る

人
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
人
お
よ
び
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
を
除
く
す
べ
て
の
人
が
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

　

退
職
に
よ
り
職
場
で
加
入
し
て
い
た

健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
や
職
場
の
健

康
保
険
の
被
扶
養
者
か
ら
外
れ
た
と
き

は
、
事
業
所
が
発
行
す
る
資
格
喪
失
証

明
書
を
持
参
の
上
、
14
日
以
内
に
保
険

年
金
係
窓
口（
⑧
番
）で
加
入
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
と
き
は

喪
失
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

が
就
職
等
に
よ
り
職
場
の
健
康
保
険

（
健
康
保
険
組
合
や
共
済
組
合
な
ど
）に

加
入
し
た
と
き
は
、
国
民
健
康
保
険
の

喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。
新
し
く
で

き
た
被
保
険
者
証
を
持
参
の
上
、
保
険

年
金
係
窓
口（
⑧
番
）で
喪
失
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

国民年金からのお知らせ
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４
　　　　　　直方年金事務所
　　　　　　☎０９４９・２２・０９０５　

　

保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末

で
す
。
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の
免
除
・

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
前
納
制
度（
保
険
料
の
前
払
い
）

　

保
険
料
を
前
払
い（
前
納
）す
る

と
、毎
月
払
い
と
比
較
し
て
保
険
料

が
安
く
な
り
ま
す
。
割
引
額
は
、
納

付
方
法
や
納
付
期
間
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。割
引
額
の
詳
細
お
よ
び

手
続
方
法
は
、直
方
年
金
事
務
所
ま

た
は
役
場
保
険
年
金
係
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成２７年度の国民年金保険料は、
１か月１５,５９０円です。
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第
10
回
特
別
弔
慰
金
が

　

支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】戦
没
者
等
の

死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成

27
年
４
月
１
日（
基
準
日
）に

お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
」や「
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

遺
族
年
金
」等
を
受
け
る
人

（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番

に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お

一
人
に
支
給
し
ま
す
。

⑴
基
準
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得

し
た
人

⑵
戦
没
者
等
の
子

⑶
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

※
所
定
の
要
件
に
よ
り
、
順
番
が
入

れ
替
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑷
⑴
〜
⑶
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
親
族

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
に
引

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

【
請
求
期
間
】平
成
30
年
３
月

31
日
ま
で
受
付
中

【
請
求
窓
口
】役
場
福
祉
課
一

般
福
祉
係

戦没者等のご遺族の皆様へ
問い合わせ▶福祉課一般福祉係☎２・１２１９

春季環境美化運動にご協力をお願いします
問い合わせ▶生活環境課生活環境係☎２・１９４６

▷日　時　　５月３１日（日）※ 小雨決行　
　　　　　　８時３０分役場前河川敷受け入れ開始　１０時３０分終了
　　　　　　▶雨天の場合は、６月７日（日）に順延します。
　　　　　　▶実施・順延にかかわらず、防災行政無線で放送します。（７時３０分ごろ）
▷回収品　　①固形燃料用ごみ（燃えるごみ）　
　　　　　　②空きかん・空きビン
　　　　　　③その他の燃えないごみ
　　　　　　▶上記３種類に分別して回収場所に持ち込んでください。
　　　　　　　（※ 家庭からのごみは受け取りできません。）
▷主　催　　小竹町環境衛生連合会、小竹町
▷協力団体　小竹町教育委員会、小竹町老人クラブ連合会、小竹町商工会、小竹町御徳工業団地企業連絡協議会、小竹学園、　
　　　　　　小竹町建設協力会、株式会社アーチ電工、小竹化成株式会社、太平洋工業株式会社、一井工業株式会社、
　　　　　　株式会社福岡亜興、大國運送株式会社、株式会社マクシス・シントー（旧三和金型株式会社）、富士開発株式会社、
　　　　　　上野養鶏場、西濃運輸株式会社筑豊支店、タカハタプレシジョン九州株式会社、久留米運送株式会社、
　　　　　　株式会社イガワテック、福岡ＩＬＢ株式会社、株式会社ロジックス、株式会社金剛製作所、株式会社トライアルカ
　　　　　　ンパニー、株式会社安藤工業所

ごみのないきれいな町にしよう！

西小廃品回収のお知らせ
問い合わせ▶小竹西小学校☎２・００７９

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業
の
一
つ
と
し

て
、本
年
度
一
回
目
の「
廃
品
回

収
」を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。廃
品
は
、８
時
ま
で
に
回
収

場
所（
も
し
く
は
、道
路
に
面
し

た
わ
か
り
や
す
い
場
所
）に
出

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
児
童
や

保
護
者
が
回
収
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
期
日
】６
月
７
日（
日
）

【
対
象
地
区
】栄
町
区
、
本
町

区
、新
多
区
、毛
勝
区

【
時
間
】８
時
ま
で
に
各
地
区

の
回
収
場
所
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
８
時
30
分
か
ら
回
収
し

ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
６
月
14
日

　
（
日
）８
時
30
分
か
ら
に
延

　

期
し
ま
す
。

※
実
施
に
つ
い
て
は
、
町
の
防

　

災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ

　

し
ま
す
。

◆
回
収
で
き
る
も
の

一
升
ビ
ン
、ビ
ー
ル
ビ
ン
、ケ
ー

ス
、ア
ル
ミ
缶
、新
聞
、雑
誌
、ダ

ン
ボ
ー
ル（
種
類
別
に
ま
と
め

て
お
出
し
く
だ
さ
い
。）

◇
回
収
で
き
な
い
も
の

油
ビ
ン
、
透
明
ビ
ン
、
牛
乳
ビ

ン
、
す
り
ガ
ラ
ス
ビ
ン
、
雑
ビ

ン
、ス
チ
ー
ル
缶
、古
着
、ふ
と

ん
等
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税に関するお知らせ
問い合わせ▶税務住民課税務係☎２・１２１６

◉国民健康保険税の変更について

　税制改正により、景気動向等を踏まえて中間所得層の被保険者の負担に配慮した見直しが行われました。

　１．課税限度額が、８１万円から８５万円に変更になりました

平成２６年度 平成２７年度

①医療分 ５１０,０００円 ５２０,０００円

②後期高齢者支援金分 １６０,０００円 １７０,０００円

③介護分 １４０,０００円 １６０,０００円

平成２６年度 平成２７年度

①７割軽減 変更なし

②５割軽減
３３万円 ＋ ２４．５万円 × 被保険者数

＋ ※特定同一世帯所属者数
３３万円 ＋ ２６万円 × 被保険者数

＋ 特定同一世帯所属者数

③２割軽減
３３万円 ＋ ４５万円 × 被保険者数

＋ 特定同一世帯所属者数
３３万円 ＋ ４７万円 × 被保険者数

＋ 特定同一世帯所属者数

※特定同一世帯所属者：国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行した人で、後期高齢者医療の被保険者となった後も
　　　　　　　　　　　継続して同一の世帯に属する人をいいます。

　２．軽減措置が拡充されました

◉平成２８年度分の軽自動車税にグリーン化特例（軽課）が導入されます

　平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までに新規取得した四輪以上および三輪の軽自動車（新
車に限ります。）で、下記の環境性能を有するものについて、平成２８年度分の軽自動車税の税率を軽減す
る特例措置（グリーン化特例）が導入されます。

対象者 内容

電気自動車

天然ガス自動車（ポスト新長期規制から NOx１０％低減）
おおむね７５％軽減

ガソリン車・

ハイブリッド車

・乗用車　平成３２年度燃費基準 ＋ ２０％達成

・貨物車　平成２７年度燃費基準 ＋ ３５％達成
おおむね５０％軽減

・乗用車　平成３２年度燃費基準 達成

・貨物車　平成２７年度燃費基準 ＋ １５％達成
おおむね２５％軽減
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役 場 か ら の お 知 ら せ

平成２７年国勢調査
調査員を募集します！
問い合わせ▶産業課商工係☎２・１１６７

■あなたも調査員になりませんか？
◉申し込みできる人は？
１．満２０歳以上の人
２．責任を持って調査事務を遂行できる人
３．秘密の保護に関し信頼のおける人
４．税務・警察に直接関係のない人
５．選挙に直接関係のない人
６．暴力団員その他の反社会的勢力に該当しない人

◉申込方法は？
　小竹町役場産業課商工係の窓口まで直接お越しくださ
い。なお、お申し込みいただいても、やむを得ない事情に
より調査員に選ばれないこともありますので、ご了承く
ださい。

◉申込期間
５月１日（金）から５月２９日（金）まで
９時から１７時まで（土日・祝日を除く。）

■国勢調査員とは？
　総務省統計局が５年に一度実施する国勢調査の事務を
行っていただく人で、総務大臣に任命される一般職の国
家公務員（非常勤）です。
　任命期間は、平成２７年８月下旬から１０月下旬の予定
です。
◉調査員の主な仕事内容は？
１．調査員説明会への出席
２．担当地域の確認
３．調査についての説明と調査書類の配布
　（おおむね５０〜７０世帯）
４．調査票の回収
５．調査票の整理と提出

◉報酬は？
１調査区受け持ちの場合、３８,０００円前後

（２調査区受け持ちの場合、７３,０００円前後）

国勢調査とは？
　総務省統計局が５年に一度実施する国の最も基本的な統計調査で、国内の人口・世帯の実態を
把握し、各種行政施策などの基礎資料を得ることを目的としています。

◉調査の期日　平成２７年１０月１日現在で実施します。
◉調査の対象　平成２７年１０月１日現在、日本国内にふだん住んでいるすべての人（外国人を含
　　　　　　　む）および世帯を対象とします。

小竹町健康づくり推進員を募集します！
問い合わせ▶保健センター☎２・１８６４

　小竹町健康づくり推進員とは、町民の健康づくりの輪を
広げるために、健康づくりのリーダーとして各種健診や研
修会への参加の呼びかけなどを行います。

【対象者】町内に在住で、健康づくりに関心がある人
【会費】年間１,０００円
※新規加入者は、ユニホーム購入費として１,５００円が必要です。

【申込締切】５月１４日（木）
【申込先】保健センター
　　　　☎２・１８６４

あなたも健康の仲間づくりに参加しませんか！



15 ひまわりだより15 ひまわりだよりひまわりだより

今月の健康行事
▶小竹町立病院で火曜日に各種予防接種を実施 
　しています。都合により実施していない場合
　もありますので、詳しくは小竹町立病院へお
　問い合わせください。
　※ 要予約・・・小竹町立病院☎２・０２８２
▶内容によっては事前に予約が必要なものや対
　象者が限られる場合がありますので、保健セ
　ンターに問い合わせください。
▶ウォーキング教室は、上靴、水筒、タオルを持
　参してください。

 問い合わせ…保健センター☎２・１８６４

５月
１９日（火）： ３歳児健診

１３時１５分〜１３時４５分

保健センター

２０日（水）： ウォ−キング教室
１０時〜１２時

町民体育館

２９日（金）： ウォ−キング教室
１０時〜１２時

町民体育館

６月
５日（金）： ウォ−キング教室

１０時〜１２時

町民体育館

９日（火）： 乳児健診
１３時１５分〜１３時４５分

保健センター

１０日（水）： 特定健診・基本健診・各種がん検診

８時３０分〜１０時

保健センター

１１日（木）： 転倒予防教室

１３時〜１３時３０分

中央公民館

１２日（金）： ウォ−キング教室
１０時〜１２時

町民体育館

１３日（土）： 特定健診・基本健診・各種がん検診

８時３０分〜１０時

保健センター

　高血圧、糖尿病、脂質異常症などの生活習慣病は、偏った食生活、運

動不足、ストレス、喫煙など、日々の好ましくない生活習慣の積み重

ねによって引き起こされます。そのため、３０代〜４０代の偏った生活

習慣の積み重ねが５０代で発病してくると言えます。

　小竹町では、１８歳以上４０歳未満の人と、４０歳以上で医療保険に

加入していない人を対象にした「基本健康診査」と小竹町国民健康保

険に加入している、４０歳以上７５歳未満の人を対象にした「特定健康

診査」を実施しています。ひたひたと忍び寄る生活習慣病は、何より

予防が大切で、早期発見には健診を受診することが効果的です。ただ

し、健診を受けただけでは、生活習慣病は予防できません。受診結果

の値が基準値から離れていないかチェックし、健康管理に気をつけ

ることが大切です。

　まだ健診を受けたことがない人は、自分なりに気をつけているこ

とが、本当に自分のためになっているのか、自分の生活と健診結果が

どうつながっているかを確かめるために健診を受けてみませんか。

　なお、同時に各種がん検診を行いますので、がん検診も受診される

ようお勧めします。

☆特定健診を受けましょう☆
健診日 健診予約

締切日 場　所 受付時間 健診（検診）
内容

６月１０日
（水） ５月１８日

（月） 保健センター ８時３０分
から

１０時
まで

特定健康診査
基本健康診査
各種がん検診

６月１３日
（土）

６月２１日
（日）

５月２７日
（水）

６月２５日
（木） ６月２日

（火）

七福コミュニティ
センター

６月２６日
（金）

新多コミュニティ
センター

▷健診予約締切日までに、小竹町保健センターへお電話で予約をしてくだ
　さい。（保健センター☎２・１８６４）
▷健康診査、各種がん検診について、詳しくは平成２７年度小竹町健康づく
　りカレンダーをご参照ください。

対象者 内容 料金

★特定健康診査
◉小竹町国民健康保険に
　加入している４０歳以
　上７５歳未満の人

身体検査
検尿
血圧測定
血液検査
心電図
医師診察
理学的検査

５００円

基本健康診査

◉小竹町在住の１８歳以
　上４０未満の人
◉４０歳以上で、医療保険
　に加入していない人
　（生活保護受給者）

★小竹町国民健康保険以外に加入している４０歳以上７５歳未満の人は、加入し
ている医療保険者によって受診方法や費用が異なりますので、詳しくは各医療
保険者にお尋ねください。

生活習慣病予防のための

健康づくり、はじめませんか？
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子どもたちに絵本の楽しさを伝えています

みて！きいて！
おたのしみおはなし会 開館時間　　８：３０〜１７：１５

問い合わせ　中央公民館　☎２・０４５２

読書の森
図書室にある本を紹介しています。

　おじいさんが竹ばやしで見つけた光り
輝く竹。不思議に思ってその竹を切って
みると、中には小さな女の子がちょこんと
座っていました。これは日本で最初に生ま
れたお話だそうです。いもとようこさん
の、ふんわりした画風がとてもすてきな絵
本です。

うがいライオン
ねじめ正一／作　長谷川義史・絵
鈴木出版

　見物客に見られている間はかっ
こよさを気にし、客から見えないと
ころではひっくりかえってうがい
をする動物園のライオン。ライオン
の苦悩、心の揺れが駆け巡るおもし
ろいお話です。

かぐやひめ
いもと ようこ／文・絵
金の星社

舟をつくる
関野吉晴／監修・写真　前田次朗／文　
徳間書店

　マグネットシートをヴィンテージ調に
したり、ツナ缶をギフトボックスにした
り、かまぼこ板で古材風オブジェを作った
りと、１００円グッズや家にあるものがお
しゃれなアンティーク風に変身するんで
すよ！

　昔ながらの方法で、丸木舟ができあがる
までの工程をひとつひとつたどる写真絵
本です。探検家で武蔵野美術大学の文化人
類学教授でもある関野吉晴さんが、学生と
ともにつくりあげた一艘

そう

の丸木舟。まず
砂鉄を集めてナタやオノをつくることか
ら！ひとつのものを機械を使わずにつく
りあげる醍

だい

醐
ご

味
み

が伝わってきます。

　「おにぎらず」とは、握らずに作れる簡単
おにぎりのこと。四角いのりにごはんと
好きな具材を乗せて包むだけで手軽にユ
ニークなおにぎらずができます。つくレポ
多数の人気レシピ、おにぎらず名人のレシ
ピ、錦糸卵やたたみいわしで巻いたアイデ
アレシピなどが紹介されています。

クックパッド みんなのおにぎらず
監修クックパッド株式会社　　
主婦の友社

　三十五歳になるシングルマザーのさなえ
は、幼い息子の希敏をつれてこの海辺の小さ
な集落に戻ってきた。何かのスイッチが入る
と引きちぎられたミミズのようにのたうち
まわり大騒ぎする息子を持て余しながら、さ
なえが懐かしく思い出したのは、九年前の

「みっちゃん姉」の言葉だった。表題作「九年
前の祈り」の他四作が収録されています。

九年前の祈り
小野正嗣／著　　
講談社

本年度は企画中！
お楽しみに！！

ナチュラルアンティーク雑貨のある暮らし
瀧本真奈美・著　
ワニブックス
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暮らしの情報
小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談

【
日
時
】５
月
８
日（
金
）、８
時
30
分
か

ら
13
時
ま
で
受
付
、13
時
開
始

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】小
竹
町
社
会
福
祉
協

議
会
☎
２
・
２
０
２
８

補
聴
器
交
付（
修
理
）

巡
回
相
談

【
日
時
】５
月
21
日（
木
）10
時
か
ら
11

時
ま
で

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

図
書
室

【
持
参
す
る
も
の
】身
体
障
害
者
手
帳
、

印
か
ん
、補
聴
器

◉
交
付（
修
理
）を
受
け
た
場
合
は
、世

　

帯
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
費
用
が

必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
祉
課
一
般
福
祉
係

☎
２
・
１
２
１
９

行
政
相
談
を

受
け
付
け
ま
す

【
日
時
】５
月
26
日（
火
）10
時
か
ら
12

時
ま
で

【
場
所
】役
場
１
階
ロ
ビ
ー

◉
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

【
問
い
合
わ
せ
】ま
ち
づ
く
り
政
策
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
☎
２
・
１
２
１
４

全
国
一
斉『
人
権
擁
護
委
員
の
日
』

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

６
月
１
日
は
、「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」で
す
。
あ
な
た
の
街
の
身
近
な
相

談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
人
権
擁
護
委

員
が
、家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、い
じ
め
や
差
別
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
日
時
】６
月
２
日（
火
）10
時
か
ら
15

時
ま
で

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】直
方
人
権
擁
護
委
員

協
議
会（
福
岡
法
務
局
直
方
支
局
内
）

☎
０
９
４
９
・
２
２
・
１
１
４
４

暴
力
団
被
害
集
中
相
談

　

暴
力
団
等
に
よ
る
暴
力
被
害
者
の

早
期
救
済
を
目
的
に
、次
の
と
お
り
面

接
、電
話
に
よ
る
集
中
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

【
日
時
】５
月
30
日（
土
）10
時
か
ら
16

時
ま
で

【
相
談
電
話
番
号
お
よ
び
相
談
場
所
】

筑
豊
地
区
▼
☎
０
９
４
８
・
２
２
・
３

８
８
３ 

飯
塚
市
民
事
暴
力
相
談
セ
ン

タ
ー（
飯
塚
市
役
所
２
階
） 

北
九
州
地

区
▼
☎
０
９
３
・
５
８
２
・
２
１
４
０ 

北
九
州
市
安
全
・
安
心
相
談
セ
ン
タ
ー

（
北
九
州
市
役
所
２
階
）

【
問
い
合
わ
せ
】（
公
財
）福
岡
県
暴
力

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
２
・

６
５
１
・
８
９
３
８

登
記
相
談
予
約
制
の

お
知
ら
せ

　

福
岡
法
務
局
で
は
、平
成
26
年
10
月

１
日（
水
）か
ら
、
順
次
、
登
記
に
関
す

る
相
談
を
予
約
制
に
て
実
施
し
て
い

ま
す
。登
記
に
関
す
る
ご
相
談
を
希
望

さ
れ
る
お
客
様
は
、左
記
法
務
局
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
10
月
１
日（
水
）か
ら
実
施

中
▼
朝
倉
支
局
☎
０
９
４
６
・
２
２
・

２
４
５
５
、
飯
塚
支
局
☎
０
９
４
８
・

２
２
・
１
５
８
０
、
直
方
支
局
☎
０
９

４
９
・
２
２
・
１
１
４
４

平
成
27
年
６
月
１
日（
月
）か
ら
開
始

▼
八
女
支
局
☎
０
９
４
３
・
２
３
・
２

６
０
３
、
北
九
州
支
局
☎
０
９
３
・
５

６
１
・
３
９
８
８
、
田
川
支
局
☎
０
９

４
７
・
４
４
・
１
４
２
６
、粕
屋
出
張
所

☎
０
９
２
・
９
３
８
・
２
２
５
８

◉
相
談
日
時
は
、各
法
務
局
で
異
な
り

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
法
務
局
☎
０
９

２
・
７
２
１
・
４
５
７
０

労
働
者
の
た
め
の
職
場
の

ト
ラ
ブ
ル
一
一
〇
番

【
日
時
】５
月
30
日（
土
）10
時
か
ら
20

時
ま
で

【
内
容
】労
働
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
ご

相
談

◉
相
談
電
話
番
号

☎
０
９
２
・
７
２
４
・
９
５
０
５

※
当
日
は
電
話
相
談
の
み

【
問
い
合
わ
せ
】司
法
書
士（
増
田
さ

ん
）☎
０
９
４
０
・
３
５
・
７
１
２
５

ひ
と
り
親
家
庭
等
を

支
援
し
ま
す

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

　
就
業
支
援
相
談
に
つ
い
て

　

町
村
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
お

母
さ
ん
、
お
父
さ
ん（
い
ず
れ
も
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
）を
対
象
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
就
業
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に

相
談
が
あ
っ
た
人
の
み
、セ
ン
タ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
策
定
員
が
、対
象
者
が
居
住

し
て
い
る
役
場
等
に
出
向
き
ま
す
。

（
平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で
）

　

日
曜
日
は
、春
日
市
の
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
で
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
９
時
か
ら
16
時
ま
で
）

◆
養
育
費
の
電
話
相
談
業
務

　
に
つ
い
て　

　

ひ
と
り
親
家
庭
ま
た
は
離
婚
協
議

中
の
人
な
ど
を
対
象
に
専
門
相
談
員

が
養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
業
務

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
平
日
９
時
か
ら
16
時
ま
で
）

◆
出
張
相
談
会
に
つ
い
て

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
父
さ
ん
・
お
母

さ
ん
を
対
象
に
出
張
相
談
い
た
し
ま

す
。（
要
事
前
予
約
）

▼
宗
像
市
役
所
に
て

　

毎
月
第
１
水
・
第
３
水
曜
日

　

10
時
か
ら
15
時
ま
で

▼
行
橋
総
合
庁
舎
に
て

　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

　

13
時
か
ら
15
時
ま
で

◆
弁
護
士
に
よ
る

　
無
料
法
律
相
談
に
つ
い
て

【
日
時
】５
月
20
日（
水
）13
時
か
ら
15

時
ま
で

【
場
所
】宗
像
市
役
所
本
館
１
階

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

【
相
談
内
容
】養
育
費
な
ど
の
生
活
上

の
問
題

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
ひ
と
り
親
家

庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー（
飯

塚
ブ
ラ
ン
チ
）☎
０
９
４
８
・
２
１
・
０

３
９
０

相
談
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暮らしの情報

毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

直方警察署　☎０９４９−２２−０１１０

ー メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！ ー

防災メール「まもるくん」　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

平
成
27
年
度

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

【
業
務
内
容
】ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答（
３

回
程
度
）、県
政
へ
の
提
案（
随
時
）

【
募
集
資
格
】県
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

人（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

【
謝
礼
】活
動
状
況
に
応
じ
て
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈

【
募
集
期
間
】６
月
１
日（
月
）ま
で
受
付

中（
消
印
有
効
）※
応
募
方
法
等
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】県
県
民
情
報
広
報
課
広

聴
係
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
０
３

平
成
27
年
度
第
２
回

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

【
募
集
住
宅
】県
内
に
所
在
す
る
県
営
住

宅（
対
象
団
地
、戸
数
等
詳
細
に
つ
い
て

は
募
集
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

【
申
込
受
付
】平
成
27
年
６
月
１
日（
月
）

か
ら
平
成
27
年
６
月
９
日（
火
）ま
で

【
募
集
案
内
書
配
布
】県
住
宅
供
給
公

社
、公
社
管
理
事
務
所
、公
社
管
理
事
務

所
出
張
所
、県
県
営
住
宅
課
、役
場
管
財

課
、県
民
情
報
コ
ー
ナ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】県
住
宅
供
給
公
社
県
営

住
宅
管
理
部
☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０

２
９

平
成
27
年
度

福
岡
県
女
性
海
外
研
修
事
業

「
女
性
研
修
の
翼
」団
員
募
集

【
研
修
時
期
】11
月
８
日（
日
）か
ら
11
月

14
日（
土
）ま
で（
事
前
事
後
研
修
有
り
）

【
研
修
地
】デ
ン
マ
ー
ク

【
応
募
資
格
】県
内
に
居
住
し
、
平
成
27

年
４
月
１
日
現
在
20
歳
以
上
65
歳
以
下

の
女
性
で
、
団
体
や
企
業
で
男
女
共
同

参
画
等
に
関
す
る
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
お
り
、
帰
国
後
も
活
動
を
期
待

で
き
る
人
。
た
だ
し
、
公
務
員
や
学
生
、

過
去
同
種
の
海
外
派
遣
事
業
に
公
的
な

経
費
に
よ
り
参
加
し
た
人
を
除
く
。

【
募
集
人
員
】20
名

【
募
集
期
間
】５
月
７
日（
木
）か
ら
６
月

12
日（
金
）ま
で

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】県
男
女
共
同
参
画
推
進

課
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
９
１

松
崎
初
男
氏 

炭
坑
写
真
展

「
ヤ
マ
の
挽
歌
」

【
日
時
】６
月
28
日（
日
）ま
で
開
催
中
、

９
時
か
ら
17
時
ま
で

※
月
曜
日
は
休
館
、
た
だ
し
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
開
館

【
会
場
】直
方
市
石
炭
記
念
館
本
館
１
階

【
料
金
】大
人
一
〇
〇
円（
60
円
）、大
・
高

生
50
円（
30
円
）※（
）は
20
名
以
上
の
団

体
料
金
、中
学
生
以
下
無
料

※
高
校
生
は
土
曜
日
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】直
方
市
石
炭
記
念
館
☎

０
９
４
９
・
２
５
・
２
２
４
３

平
成
筑
豊
鉄
道（
株
）か
ら

の
お
知
ら
せ

★
ち
く
ま
る
つ
り
革
オ
ー
ナ
ー
募
集
！

　

ち
く
ま
る
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
つ
り
革

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
み
、
１
年
間

オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く「
ち
く

ま
る
つ
り
革
オ
ー
ナ
ー
」を
募
集
し
ま

す
。

【
申
込
締
切
】５
月
18
日（
月
）ま
で

【
会
員
期
間
】平
成
27
年
７
月
１
日（
水
）

か
ら
平
成
28
年
６
月
30
日（
木
）ま
で
の

１
年
間

【
入
会
金
】１
本
五
千
円

◉
特
典
…
会
員
証
、
特
別
記
念
乗
車
券

（
一
日
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
）を
進
呈

★
運
転
体
験
募
集
！
本
物
の
列
車
を

　

運
転
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
一
般
募
集

【
日
時
】６
月
６
日（
土
）10
時
か
ら
12
時

ま
で

【
場
所
】金
田
駅
構
内
６
番
線

【
応
募
締
切
】６
月
１
日（
月
）

【
募
集
人
数
】20
名（
小
学
３
年
生
以
上
）

【
金
額
】１
人
二
千
円

■
団
体
募
集

【
日
時
】随
時
10
時
か
ら
15
時
ま
で

【
場
所
】随
時 

金
田
駅
構
内
６
番
線

【
応
募
締
切
】実
施
１
か
月
前
ま
で
に
要

予
約

【
団
体
人
数
】10
名
か
ら
25
名
ま
で（
小

学
３
年
生
以
上
）

【
金
額
】１
人
五
千
円（
昼
食
付
き
）

【
問
い
合
わ
せ
】平
成
筑
豊
鉄
道
本
社

（
株
）☎
０
９
４
７
・
２
２
・
１
０
０
０

自
動
車
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

自
動
車
税
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
27
年
度
自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
１
日（
月
）で
す
。

◉
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

の
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

◉
自
動
車
税
は
、
指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
税
で
き
ま
す
。ま
た
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
税
も
で

き
ま
す
。詳
し
く
は
、５
月
初
旬
に
お
送

り
す
る
納
税
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】飯
塚
・
直
方
県
税
事
務

所
収
税
第
２
課
自
動
車
税
係
☎
０
９
４

８
・
２
１
・
４
９
２
２

■管内街頭犯罪発生状況
３月中 平成２７年累計
件数 件数 前年比

車上ねらい ２１件  ４０件 ＋５件
自転車盗 １３件 ３５件 ＋１１件
空き巣 ２件 １１件 −４件

車上ねらいに合わないために

車内に荷物は残さない！！

車から離れるときは、
◉車内に現金や貴重品を置かない
◉必ずキーを抜きドアロック

犯人はそのスキをねらっています！

お
知
ら
せ

募
集
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人の動き　　　月末現在 ごみの量　　月末現在 交通事故の発生件数
月末現在・（　）は前年同月比

garbage of fefuse-derived fuelpopulation a traffic accident

　３月中 ３月末累計
発生件数 4 件（＋ 1 ） 8 件（± 0 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（± 0 ）

傷者数 4 人（＋ 1 ） 9 人（± 0 ）

■人　口 8,139人
男性 3,838 人 女性 4,301 人
出生 8 人 死亡 11 人
転入 63 人 転出 94 人

■世帯数 3,924世帯

  167,600 kg （前月比 ＋ 36,340 kg）

ごみの減量と資源回収にご協力お願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団体
の皆さんが役場前で回収（月１回）しています。

▶回収日 ５月１７日（日）９時から１２時まで

3 3
3

平
成
26
年
度

ふ
く
お
か
県
政
出
前
講
座

　

県
で
は
、
県
職
員
が
皆
さ
ん
の
と
こ

ろ
へ
お
伺
い
し
、
県
の
取
り
組
み
な
ど

を
ご
説
明
す
る「
ふ
く
お
か
県
政
出
前

講
座
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】お
お
む
ね
20
人
以
上
の
県
民
の

皆
さ
ん
が
実
施
す
る
集
会
な
ど

【
時
間
】平
日
、土
日
、祝
日
の
10
時
か
ら

20
時
ま
で
※
年
末
年
始
を
除
く
。

【
経
費
】講
師
派
遣
費
用
は
無
料

【
会
場
】申
込
者
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

（
県
内
に
限
る
。）

【
申
込
方
法
】①
郵
送
②
Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
０
９

４
２
・
６
４
３
・
３
１
０
７
③
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
④
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】県
県
民
情
報
広
報
課
☎

０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
０
３

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
に
お
け
る

夜
間
検
査
の
お
知
ら
せ

【
日
時
】６
月
２
日（
火
）、
検
査
受
付
時

間
▼
16
時
か
ら
19
時
ま
で

【
会
場
】嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
別
館
１
階

【
内
容
】Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体（
迅
速
）検
査

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】嘉
穂
・
鞍
手
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
保
健
衛
生
課
感
染
症

係
☎
０
９
４
８
・
２
３
・
５
９
１
１

※
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で（
祝
祭
日

除
く
）８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

（
当
日
予
約
可
）

宮
若
市
制
10
周
年
記
念
事
業

第
２
回
宮
若
体
験
型
婚
活
♥

猫
好
き
限
定「
ね
こ
ん
か
つ
」

【
日
時
】５
月
31
日（
日
）13
時
か
ら
20
時

ま
で
※
雨
天
決
行

【
集
合
場
所
】若
宮
商
工
会
館

【
募
集
要
項
】25
歳
か
ら
45
歳
ま
で
の
独

身
男
女

【
定
員
】20
名（
男
女
各
10
名
）※
応
募
多

数
の
場
合
は
先
着
順

【
参
加
費
】男
性
９
千
円
、女
性
６
千
円

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】自
己
紹
介
→
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
→
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
→

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
→
ホ
タ
ル
観
賞
→
あ
な

た
の
想
い
は
届
く
の
か
♥
？

※
当
日
は
免
許
証
等
の
身
分
証
明
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】下
記
ア
ド
レ
ス
に
メ
ー
ル

も
し
く
は
左
記
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

http://w
akam

iya-shokokai.jp/
konkatsu

【
主
催
】若
宮
商
工
会
青
年
部

【
問
い
合
わ
せ
】若
宮
商
工
会
こ
ん
か
つ

課
☎
０
９
４
９
・
５
２
・
０
６
４
０
※
土

日
を
除
く
９
時
か
ら
17
時
ま
で

愛
の
と
も
し
び

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
香
典
返
し

故　

飯
野
ミ
ユ
キ　

様（
南
良
津
区
）

遺
族　

飯
野　

重
行　

様

故　

大
峯　
　

淑　

様（
栄
町
区
）

遺
族　

盛
永
由
紀
子　

様

故　

渡
邉　

俊
雄　

様（
勝
野
一
区
）

遺
族　

渡
邉　

康
子　

様

故　

花
田　

英
彦　

様（
中
央
区
）

遺
族　

花
田　

敏
彦　

様

故　

滿
石　

千
代　

様（
中
央
区
）

遺
族　

満
石　

忠
和　

様

故　

竹
森
ア
サ
ノ　

様（
小
竹
区
）

遺
族　

竹
森　

睦
子　

様

ー 性暴力被害に関するご相談はこちらへ ー　９時〜２４時（年末・年始を除く）※ 相談無料・秘密厳守

性暴力被害者支援センター・ふくおか　☎０９２・７６２・０７９９

優良運転者表彰申請のご案内
１．直方警察署長・直方地区交通安全協会長連名表彰

資格要件▶ 初めて表彰の申請をする人で、過去１０年以上
無事故、無違反の人

受付締切▶ ８月３１日（月）

２．県警本部長・県交通安全協会長連名表彰

資格要件▶ 署長連名表彰受賞歴を有し、過去１０年以上無
事故、無違反の人

受付締切▶ ６月１５日（月）

３. 全日本交通安全協会長表彰（緑十字銅章）

資格要件▶ 県連名表彰受賞歴を有し、過去１０年以上無事
故、かつ、５年以上無違反の人

受付締切▶ ５月８日（金）

４. 九州管区警察局長・九州交通安全協会長連名表彰

資格要件▶ 緑十字銅章受賞歴を有し、過去２０年以上無事
故、かつ、１０年以上無違反の人

受付締切▶ ５月８日（金）

５. 全日本交通安全協会長表彰（緑十字銀章）

資格要件▶
管区連名表彰を受賞し、さらに緑十字銅章受
賞後５年以上経過し、過去２０年以上無事故、
かつ、１０年以上無違反の人

受付締切▶ ６月１９日（金）

６. 全日本交通安全協会長表彰（緑十字金章）

資格要件▶ 緑十字銀章受賞後３年以上経過し、過去３０年
以上無事故、かつ、１５年以上無違反の人

受付締切▶ ６月１９日（金）

【申請要領】

申請の際に、無事故、無違反証明書の提出が必要
となります。証明書は、所定の用紙（警察署、交番
にあります）を自動車安全運転センター福岡県事
務所に郵送し、受領後に当協会に提出してくださ
い。（手数料６３０円）

【注意事項】

車の運転歴が１０年以上無事故、無違反であって
も、刑法上の犯罪行為（罰金以上の刑）がある場合
は、資格はありません。なお、表彰には一定の受賞
枠があるため、全て受賞できるとは限りません。

問い合わせ▶直方地区交通安全協会（直方警察署１階）
　　　　　　☎０９４９・２８・４１５０
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◉町内にお住まいで、満３歳までの小竹っ子を募集しています。
◉６月号に掲載を希望するときは、５月１１日（月）までに総務課　
　情報係窓口でお申し込みください。


